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三陸復興国立公園
みちのく潮風トレイル
日本ジオパーク認定

暮らし 人
2 月 号 ( F e b r u a r y )

12月定例会

ここが聞きたい

学校訪問

区長に聞く

水産業競争力強化緊急
施設整備事業費に300万円

2議員が一般質問

町内8小中学校訪問

赤保内行政区

～町消防団出初式～
１月７日、階上中学校前において、町消防団による出初式が開催されました。
（写真は、観閲者（町長）による機械器具点検（左上）、少年消防クラブの分列行進（左下）、
第２分団によるはしご乗り（右）の様子）
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（２）　 はしかみ議会だより　No.32

12 月 定 例 会12 月 定 例 会

第 ７ 回
₁₂月定例会

　平成 29年第７回定例会を 11月 28 日開会し、12 月１日閉会しました。
　今回の議会では、報告１件、専決処分１件、条例の一部改正１件、補正予算
４件、その他１件、計８件が上程されました。審議の結果、いずれも全会一致
で承認、可決しました。一般質問は、２人の議員が行いました。

▽
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

　

７
０
３
８
万
円
を
減
額
補
正

し
、
予
算
総
額
は
57
億
２
６
５

７
万
円
。

　

歳
入
︵
収
入
︶
は
、
地
方
交

付
税
９
０
２
６
万
円
等
を
増
額

し
、
国
庫
支
出
金
５
２
８
８
万

円
、
県
支
出
金
１
８
８
０
万

円
、
繰
入
金
３
１
７
２
万
円
、

町
債
５
８
５
０
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

　

歳
出
︵
支
出
︶
は
、
農
林
水

産
業
費
２
２
４
２
万
円
、
土
木

費
１
億
２
２
６
万
円
、
教
育
費

１
０
７
２
万
円
等
を
減
額
し
、

民
生
費
３
２
８
８
万
円
、
予
備

費
４
０
５
９
万
円
等
を
増
額
し

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
は
し

か
み 

ハ
マ
の
駅 

あ
る
で
ぃ
～

ば
の
運
営
法
人
設
立
に
係
る
出

捐
金
と
し
て
、
水
産
業
競
争
力

強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
費
に

３
０
０
万
円
、
来
年
度
、
中
学

校
へ
入
学
す
る
就
学
援
助
児
童

を
対
象
に
、
新
入
学
用
品
を
事

前
支
給
す
る
た
め
の
経
費
に
１

０
４
万
円
等
で
す
。

▽
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　

２
２
９
万
円
を
増
額
補
正
し
、

予
算
総
額
は
19
億
３
８
０
６
万

円
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
２
２

１
万
円
、
繰
入
金
９
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
４
１

９
万
円
、
保
健
事
業
費
67
万
円

を
増
額
し
、
予
備
費
２
５
７
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

▽
29
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

　

予
算
総
額
を
変
え
ず
に
、
歳

入
の
繰
入
金
31
万
円
を
減
額
し
、

繰
越
金
29
万
円
、
雑
入
３
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

▽
29
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

　

43
万
円
を
増
額
補
正
し
、
予

算
総
額
は
３
億
１
５
７
３
万
円
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
２
２
３
万

円
を
減
額
し
、
分
担
金
及
び
負

担
金
２
０
６
万
円
、
町
債
60
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
施
設
管
理
費
43
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
報
告

▽
林
道
寺
下
土
折
線
災
害
復
旧

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て

　

林
道
寺
下
土
折
線
災
害
復
旧

工
事
に
つ
い
て
、
設
計
変
更
に

よ
り
契
約
額
を
変
更
す
る
こ
と

を
報
告
す
る
も
の
。

水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
費
に
３
０
０
万
円

７
０
３
８
万
円
を
減
額
補
正

一
般
会
計
補
正
予
算

■
専
決
処
分

▽
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
０
１
１
万
円
を
増
額
補
正

し
、
予
算
総
額
は
57
億
９
６
９

４
万
円
。

　

歳
入
は
、
県
支
出
金
１
０
１

１
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
１
０
７
０

万
円
を
増
額
し
、
予
備
費
59
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

■
条
例
の
一
部
改
正

▽
階
上
町
住
民
集
会
所
条
例
の

一
部
改
正

　

田
代
集
会
所
の
竣
工
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
一

部
改
正
。

■
そ
の
他

▽
階
上
町
わ
っ
せ
交
流
セ
ン

タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
の
協
定
が
、
平
成

30
年
３
月
31
日
で
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
。

区　　　　分 補　　正　　額 → 予　算　総　額

一 般 会 計（第３号） △7,038万円 → 57億2,657万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険（第３号） 229万円 → 19億3,806万円

漁 業 集 落 排 水 事 業（第１号） －万円 → 4,396万円

公 共 下 水 道 事 業（第２号） 43万円 → 3億1,573万円

※金額は、すべて表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。
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12 月 定 例 会

■
意
見
書

▽
道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及

び
道
路
整
備
に
係
る
補
助

率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書

　

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
︵
以
下
、
道
路
財

特
法
︶
に
よ
り
、
平
成
20
年

度
か
ら
補
助
率
等
の
嵩
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
平
成

29
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
期
限
切
れ

に
な
る
と
、
道
路
整
備
の
た

め
の
地
方
の
財
政
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

来
年
度
以
降
も
着
実
な
道

路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

左
記
の
措
置
を
要
望
し
ま

す
。

①　

道
路
整
備
に
必
要
な
予

算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

②　

道
路
財
特
法
の
規
定
に

基
づ
く
補
助
率
等
の
嵩
上

げ
措
置
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
度
以
降
も
継
続
す
る

こ
と
。

　

提
出
先　

国

▽
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
４
号
︶

　

予
算
総
額
を
変
え
ず
に
、

歳
出
の
総
務
費
１
５
１
万
円

等
を
減
額
し
、
教
育
費
１
４

２
万
円
等
を
増
額
し
ま
し
た
。

▽
29
年
度
漁
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

　

５
万
円
を
増
額
補
正
し
、

予
算
総
額
は
４
４
０
２
万
円
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
５
万
円
、

歳
出
は
、
総
務
管
理
費
５
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

▽
29
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

３
号
︶

　

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
は
３
億
１
５
７
３
万
円
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
１
９
７

万
円
を
減
額
し
、
雑
入
１
９

７
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
総
務
管
理
費
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時

会
が
１
月
29
日
に
招
集
さ

れ
、
議
案
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
回
臨
時
会

12 月定例会では 2人の議員が登壇し、町側の考えをただしました。要旨を掲載しています。

　■ 大下　　修　議員　　４ページ

１　道仏集会所の建替えについて
２　町学校適正配置基準の考え方と
　　小中学校の統廃合について

　■ 長根　岩夫　議員　　５ページ

１　飲酒運転根絶条例について
２　空き家対策について
３　階上町職員の再就職について

番号 支払区分 支払月日 支　　払　　内　　容 支出金額

1 会　費 11月11日 道仏中学校創立70周年記念
式典並びに記念祝賀会 5︐000円

2 会　費 11月21日 県選出国会議員との懇談会 8︐000円

3 会　費 12月21日 見心園福祉懇談会 3︐000円

番号 支払区分 支払月日 支　　払　　内　　容 支出金額

1 祝　金 12月 3 日 町連合婦人会チャリティ演
芸発表会 3︐000円

2 祝　金 1 月 5 日 八戸建築組合階上支部定時
総会 3︐000円

3 祝　金 1 月12日 町商工会新年懇談会 3︐000円

■
条
例
の
一
部
改
正

▽
階
上
町
特
別
職
の
職
員
の

給
料
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
改
め
る
た
め
の
一
部
改
正
。

▽
階
上
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
き
、
職
員
の
給
料
月
額
及

び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
た
め
の
一
部
改
正
。

▽
階
上
町
議
会
議
員
の
期
末

手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正

　

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
め
る
た
め
の
一
部

改
正
。

■
そ
の
他

▽
海
業
支
援
施
設
整
備
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
第
５
回
臨
時
会

で
議
決
さ
れ
た
海
業
支
援
施

設
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
の
一
部
変
更
契

約
を
締
結
す
る
た
め
。
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大 下 　 修　議員

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

町
の
年
間
出
生
数

は
約
70
名
で
あ
る
。

町
学
校
適
正
配
置
基
準
か
ら

い
け
ば
、
町
内
の
小
中
学
校

は
、
１
校
で
良
い
こ
と
と
な

る
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
を
残
す
政
策

と
し
て
、
駅
前
地
区
の
土
地

価
格
を
引
き
下
げ
、
子
育
て

世
帯
等
新
築
住
宅
支
援
等
と

併
せ
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

将
来
的
に
は
、

町
内
の
小
中
学
校
は
、

１
校
が
理
想
と
考
え
る
が
、

現
段
階
の
目
標
を
実
現
し
て

い
き
た
い
。

　

土
地
の
活
用
も
含
め
、
優

遇
制
度
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

道
仏
集
会
所
は
、

建
設
後
43
年
が
経
過

し
、老
朽
化
し
て
い
る
。昭
和

56
年
に
定
め
ら
れ
た
国
の
新

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
集
会
所
の
建
替
え
に
つ
い

て
、
町
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

町
長　

道
仏
集
会
所

は
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の

要
望
も
あ
り
、
平
成
25
年
度

に
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
。

　

建
替
え
に
つ
い
て
は
、
町

内
全
て
の
施
設
の
状
況
を
把

握
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
施

設
に
対
し
、
各
施
設
所
管
課

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
財

政
状
況
も
勘
案
し
、
町
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
則
り
、

全
体
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

６
小
学
校
の
う
ち
、

複
式
学
級
の
あ
る
学

校
は
４
校
で
あ
る
。
町
学
校

適
正
配
置
基
準
で
は
、
小
中

学
校
は
６
学
級
か
ら
12
学
級

が
適
正
規
模
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
町
学
校
適
正
配
置

基
準
の
考
え
方
と
現
状
を
伺

い
た
い
。

　

東
部
地
区
小
学
校
統
合
は
、

基
本
方
針
で
平
成
33
年
４
月

の
統
合
を
目
処
と
定
め
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
と
統
合
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
い

た
い
。

　

町
内
小
中
学
校
の
将
来
を

見
据
え
た
統
廃
合
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
経
営
等
に
つ

い
て
、
経
済
面
か
ら
も
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
が
必
要
で

あ
る
が
、
町
全
体
の
小
中
学

校
の
運
営
費
を
伺
い
た
い
。

長
の
意
見
を
集
約
し
、
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
内
の
小
中
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て
は
、
町
学
校
適

正
配
置
基
準
に
基
づ
き
、
地

域
や
保
護
者
の
方
々
の
意
見

を
尊
重
し
、
東
部
地
区
小
学

校
は
、
33
年
４
月
を
目
処
に
、

そ
の
他
の
小
中
学
校
は
、
児

童
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
、

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
運
営
費
は
、
28
年
度

決
算
で
、
全
校
１
億
１
９
６

４
万
円
。

　

東
部
小
学
校
の
統

合
に
関
し
て
、
様
々

な
課
題
を
事
前
に
解
決
し
進

め
る
事
が
重
要
で
、
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

統
合
前
に
解
決
す
べ
き
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
閉
鎖
に
係
る

行
事
や
統
合
後
に
係
る
経
費

等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長　

町
学
校
適

正
配
置
基
準
の
考
え

方
は
、
６
学
級
を
下
回
っ
た

場
合
で
も
、
特
色
あ
る
学

校
・
教
育
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
学
校
本
来
の
機

能
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
し

て
お
り
、
現
在
、
学
校
と
地

域
・
保
護
者
が
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

東
部
地
区
小
学
校
統
合
に

向
け
た
進
捗
状
況
は
、
平
成

29
年
２
月
に
策
定
し
た
教
育

委
員
会
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
東
部
地
区
の
各
行
政
区

の
総
会
に
お
い
て
地
域
の

方
々
へ
、
東
部
地
区
３
小
学

校
に
お
い
て
は
、
保
護
者
へ

説
明
を
行
っ
た
。
子
供
達
の

事
を
最
優
先
に
考
え
、
教
育

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
地
域
や
保
護
者

の
方
々
の
意
見
を
尊
重
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
今
後
、

学
区
内
の
区
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

　

教
育
環
境
の
変
化
な
ど
、

年
１
回
は
議
会
へ
の
報
告
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

い
た
い
。

　

学
校
を
残
す
、
守
る
政
策

と
し
て
、
子
育
て
世
帯
に
配

慮
し
た
施
策
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
考
え
を
伺
い
た

い
。

教
育
課
長　

課
題
解

決
等
に
向
け
、
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
今
後
、
関

係
者
等
々
と
諸
課
題
に
つ
い

て
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

ま
た
、
経
費
に
つ
い
て
は
、

前
例
で
記
念
式
典
、
記
念
事

業
等
に
伴
う
経
費
の
約
半
額

で
あ
る
70
～
80
万
円
を
補
助

し
て
い
る
。
統
合
後
の
経
費

と
し
て
、
赤
保
内
小
学
校
の

場
合
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

費
に
、
年
間
９
１
０
万
円
を

支
出
し
て
い
る
。

　

今
後
、
進
捗
状
況
に
応
じ
、

随
時
、
議
会
へ
報
告
し
て
い

き
た
い
。

　

町
長　

移
住
定
住
促
進
の

施
策
、
ま
た
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
、
充
実
を
図
る
た
め

の
検
討
を
し
、
人
口
減
少
対

道
仏
集
会
所
の

建
替
え
に
つ
い
て

〔
町
長
〕
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
則
り
検
討

〔
教
育
長
〕
適
正
規
模
を
下
回
っ
て
も
学
校
本
来
の
機
能
を
発
揮

　
　
　
　
　児
童
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
、
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い

問①

問①

問②

問③

答①

答①

答②

答③

町
学
校
適
正
配
置
基
準
の
考
え
方
と

　
　
　
　
　
　
　小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
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長 根 岩 夫　議員

　

八
戸
署
管
内
の
飲

酒
運
転
摘
発
件
数
は
、

昨
年
ま
で
の
24
年
間
連
続
し

て
県
内
で
一
番
多
い
。
問
題

を
検
証
し
、
対
策
を
講
じ
て

い
く
た
め
に
も
、
摘
発
件
数

の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
の

条
例
制
定
と
交
通
安
全
活
動

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

町
は
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０

０
０
日
を
達
成
し
、
式
典
と

交
通
事
故
抑
止
決
起
集
会
を

行
い
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継

続
を
願
い
、
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

八
戸
署
管
内
の
飲
酒
運
転

の
検
挙
者
数
は
、
平
成
28
年

は
１
３
９
人
で
、
こ
こ
５
年

　

平
成
29
年
４
月
に

町
空
き
家
等
の
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
施

行
。
条
例
で
は
、
行
政
代
執

行
の
規
定
を
し
て
い
る
が
、

緊
急
措
置
の
内
容
と
費
用
負

担
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

　

空
き
家
対
策
事
業
等
に
つ

い
て
、
町
民
に
し
っ
か
り
と

内
容
が
届
く
よ
う
に
広
報
等

の
活
用
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

町
長　

緊
急
措
置
の

内
容
は
、
屋
根
材
が

飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

な
ど
の
軽
微
な
補
強
な
ど
を

想
定
し
て
い
る
。
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
へ
対

応
し
た
状
況
・
経
緯
を
説
明

し
、
負
担
い
た
だ
く
が
、
不

明
な
場
合
は
、
相
続
人
調
査

等
を
し
て
負
担
を
求
め
て
い

く
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ

い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
へ
４
月
に
、

広
報
へ
は
８
月
に
掲
載
し
て

い
る
が
、
所
有
者
の
事
情
も

　

退
職
職
員
が
継
続

し
て
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
思
う
が
、
再
任
用
の
課

題
と
対
応
を
伺
い
た
い
。

町
長　

平
成
13
年
に

町
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
を
制
定
。
毎
年
、

定
年
退
職
予
定
者
に
制
度
説

明
を
行
い
、
再
任
用
の
希
望

の
有
無
を
確
認
し
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
制
度
の
利
用
実
績

は
な
い
。
長
年
培
っ
た
知
識

等
を
活
か
し
て
、
行
政
推
進

に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

再
任
用
制
度
を
利
用
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　

町
商
工
会
に
補
助

金
が
交
付
さ
れ
、
職

員
が
再
就
職
し
て
い
る
が
、

問
題
は
な
い
か
。
ま
た
、
管

理
者
委
託
を
す
る
社
会
福
祉

協
議
会
等
へ
の
課
長
級
職
員

の
再
就
職
等
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
た
い
。

間
で
は
、
５
５
８
人
が
検
挙

さ
れ
て
い
る
。

　

交
通
安
全
活
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、
町
の
責
務
や
家

庭
の
役
割
、
教
育
機
関
で
の

交
通
安
全
意
識
の
啓
蒙
な
ど
、

関
係
機
関
と
協
議
し
、
今
年

度
中
に
飲
酒
運
転
根
絶
条
例

の
制
定
を
検
討
し
た
い
。

　

飲
酒
運
転
防
止
に

つ
い
て
、
未
成
年
の

う
ち
か
ら
、
飲
酒
運
転
撲
滅

の
教
育
を
行
う
こ
と
で
効
果

が
あ
る
と
聞
く
が
、
現
在
の

交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。教

育
課
長　

小
学
校

高
学
年
の
保
健
の
授

業
等
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
階
上
交
番
の
協
力
の

下
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
、
今
後
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
に
飲

酒
運
転
防
止
の
指
導
、
教
育

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

あ
り
、
現
時
点
で
の
登
録
者

は
な
く
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ
方
法

を
検
討
し
た
い
。

　

条
例
に
、
倒
木
の

恐
れ
の
あ
る
立
木
伐

採
の
規
定
が
な
い
が
、
対
応

を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
所
有
者
不
明
の
山

林
等
で
、
倒
木
の
恐
れ
の
あ

る
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
対

応
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
課
長　

敷

地
内
の
倒
木
の
危
険

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
よ
り
、
危
険
状
態
を

回
避
す
る
措
置
と
し
て
対
応

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

建
設
課
長　

暴
風
等
で
人

命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
場

合
は
、
道
路
管
理
上
必
要
な

措
置
と
し
て
伐
採
等
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
直
ち
に
倒

木
の
恐
れ
の
な
い
も
の
は
、

所
有
者
調
査
を
行
い
、
適
正

な
管
理
に
努
め
る
よ
う
要
請

を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
長　

平
成
28

年
３
月
に
制
定
し
た

町
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
で
、
再
就
職
し
た
場

合
の
情
報
に
関
す
る
届
け
出

等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

が
、
再
就
職
先
の
制
限
に
規

定
は
な
く
、
質
問
の
団
体
へ

の
再
就
職
は
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

各
種
委
託
業
務
の

入
札
行
為
な
ど
、
担

当
課
長
等
の
営
利
企
業
へ
の

再
就
職
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

地
方
公

務
員
法
に
お
い
て
、

当
該
営
利
企
業
等
と
在
職
し

て
い
た
地
方
公
共
団
体
と
の

間
の
契
約
事
務
は
、
離
職
後

２
年
間
、
離
職
前
５
年
間
の

職
務
上
の
行
為
を
要
求
す
る

こ
と
な
ど
は
禁
止
だ
が
、
再

就
職
先
の
制
限
の
規
制
は
な

い
。

飲
酒
運
転
根
絶
条
例
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

階
上
町
職
員
の
再
就
職
に
つ
い
て

〔
町
長
〕
今
年
度
中
に
飲
酒
運
転
根
絶
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　の
制
定
を
検
討
し
た
い

〔
町
長
〕
空
き
家
等
の
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　条
例
に
基
づ
き
対
応
を
行
う

〔
町
長
〕
再
任
用
制
度
を
利
用
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い

問①

問②

問①

問②

問①問②

問③

答①

答②

答①

答②

答①

答②答③
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　畑
中
弘
實
議
員

◆
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費

　
　

国
の
基
準
の
変
更
に
よ

る
増
額
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
変
更
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

健
康
福
祉
課
長　

今
年

度
の
入
所
児
童
の
利
用
状
況

の
変
化
、
ま
た
、
国
の
施
策

に
よ
り
保
育
士
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
構
築
を
支
援
す
る

た
め
に
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
加
算
項
目
と
な
っ
た
処
遇

改
善
等
加
算
Ⅱ
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
委
託
料

　
　

増
額
理
由
は
。

　
　

健
康
福
祉
課
長　

共
働

き
世
帯
が
非
常
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
ひ
と
り

親
世
帯
も
非
常
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
が
強
化

し
て
い
る
事
業
と
し
て
増
額
。

　長
根
岩
夫
議
員

◆
道
路
橋
梁
費

　
　

道
路
整
備
に
係
る
国
の

補
助
金
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
嵩
上
げ
が
行
わ
れ
、
29
年

度
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
る
。

仮
に
嵩
上
げ
が
な
け
れ
ば
、

ど
の
程
度
町
費
の
負
担
が
増

え
る
の
か
。

　
　

建
設
課
長　

今
年
度

59
・
４
％
の
補
助
率
。
平
成

20
年
度
以
前
は
50
％
で
あ
り
、

こ
の
補
助
率
に
な
る
と
想
定

し
、
嵩
上
げ
措
置
が
な
く
な

る
と
、
２
７
２
４
万
９
千
円

の
負
担
増
と
な
る
。

　荒
谷
憲
輝
議
員

◆
林
道
寺
下
土
折
線
災
害
復

旧
工
事

　
　

増
額
理
由
は
。

　

過
去
に
も
原
形
復
旧
さ
れ

て
い
る
が
、
二
次
災
害
や
被

害
拡
大
防
止
対
策
の
検
討
は
。

　
　

建
設
課
長　

工
法
変
更

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

　

大
雨
等
の
災
害
時
に
は
、

巡
視
し
異
常
時
に
は
通
行
止

め
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

今
後
と
も
注
視
し
、
注
意
喚

起
の
方
策
等
検
討
し
た
い
。

　大
下

　修
議
員

◆
町
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
に
係
る
指

定
に
つ
い
て

　
　

売
上
の
一
部
を
少
し
で

も
町
に
還
元
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
と
思
う
が
、
町
の
考

え
は
。
ま
た
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ピ
ア
も
同
様
で
あ
る
と
思
う

が
、
更
新
時
の
考
え
は
。

　
　

産
業
振
興
課
長　

今
回

の
指
定
期
間
で
あ
る
平
成
30

年
１
月
１
日
か
ら
の
５
年
間

に
お
い
て
、
前
回
同
様
、
こ

れ
ま
で
の
指
定
管
理
の
経
緯

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
年
度

毎
の
経
営
状
況
を
見
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
も
同
様
で

あ
る
。

第
７
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か
ら
、
質
疑
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　林

　
　貢
議
員

◆
奨
学
資
金

　
　

減
額
理
由
は
。

　

予
算
の
使
用
の
方
針
は
。

　
　

教
育
課
長　

当
初
、
新

規
で
見
込
ん
で
い
た
申
込
み

が
、
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

減
額
。

　

今
後
も
、
就
学
の
促
進
、

教
育
機
会
の
確
保
を
図
る
意

味
に
お
い
て
周
知
を
図
り
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
定

住
促
進
に
向
け
、
返
還
金
の

制
度
設
計
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

◆
要
保
護
準
要
保
護
児
童
生

徒
援
助
費

　
　

増
額
理
由
は
。

　
　

教
育
課
長　

新
入
学
用

品
費
に
つ
い
て
、
従
来
、
中

学
校
入
学
後
の
５
月
と
７
月

に
支
給
し
て
い
た
も
の
を
前

倒
し
し
て
、
入
学
前
の
１
月

末
の
支
給
に
し
た
い
と
の
こ

と
か
ら
、
現
在
対
象
と
な
っ

て
い
る
小
学
６
年
生
22
名
分

を
増
額
。

　大
江
和
夫
議
員

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金

　
　

事
業
内
容
は
。

　
　

健
康
福
祉
課
長　

町
内

４
箇
所
の
保
育
園
等
で
実
施

し
て
い
る
延
長
保
育
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
学

童
保
育
、
ま
た
、
階
上
保
育

園
で
実
施
し
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
な
ど

に
対
す
る
国
の
交
付
金
で
あ

る
。

報

　
　告

そ
の
他

一
般
会
計
補
正
予
算

答

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

問

問
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町内学校視察
　11月６日、13日の２日間にわたり、教育民生常任委員と教育委員
による学校視察が行われました。
　１日目は、赤保内小学校→階上小学校→小舟渡小学校→階上中学校
を訪問。

【 1日目　11月6日(月) 】
【児 童 数】189人（前年より４人減）
　　　　　　９学級（うち特２）教職員等17人
【教育目標】めあてにむかって挑戦する子
【努力目標】
　⑴進んで学ぼう
　⑵みんなとなかよく活動しよう
　⑶健康な体をつくろう
【めざす学校像】
　明るく楽しい学校
　⑴子どもが楽しく登校する学校
　⑵保護者が安心して通わせる学校
　⑶教職員がやりがいのある学校

【児 童 数】13人（前年より５人減）
　　　　　　４学級（うち複３、特１）教職員等８人
【教育目標】夢に向かって 努力する子
【努力目標】⑴進んで学習する子
　　　　　　⑵思いやりのある子
　　　　　　⑶じょうぶな体をつくる子
【めざす学校像】
　誰にでも認められ、愛される階上小学校として
　⑴子どもを大切にする学校
　⑵地域から信頼される学校
　⑶毎日楽しく登校（勤務）できる学校
　⑷校内外が整美・整備された学校

【児 童 数】22人（前年より２人増）
　　　　　　４学級（うち複２、特１）教職員等９人
【教育目標】思いやる子　　学ぶ子　　きたえる子
【努力目標】
　⑴認め合い 助け合う子
　⑵よく考え 自ら学習する子
　⑶健康で たくましい子
【めざす学校像】
　⑴楽しく活気に満ちた学校（音読の声、歌声、発

表の声が校舎に響き渡る学校）
　⑵豊かなかかわり合いのある学校
　⑶教育環境が整備されている学校
　⑷保護者や地域から信頼される学校

【生 徒 数】282人（前年より増減なし）
　　　　　　11学級（うち特２）教職員等27人
【教育目標】学びを追求し自己を高める人間
　　　　　　集団生活の向上に努める人間
　　　　　　健康で安全な生活ができる人間
【努力目標】
　⑴意欲的に学び、自分の能力を伸ばそう
　⑵互いに協力し合い、規律ある生活をしよう
　⑶健康・安全に努め、心身の充実を図ろう
【めざす学校像】　＜誇りの持てる学校＞
　⑴安心して生活できる静かな学校
　⑵皆が生き生きと活動している学校
　⑶どの教室でも誰もが夢中になって学んでいる学校
　⑷自然な挨拶が交わされ歌声が響く学校
　⑸清潔でうるおいとやすらぎの感じられる学校

（児童・生徒数は、５月１日現在。複＝複式学級、特＝特別支援学級）

赤
保
内
小
学
校

階
上
小
学
校

小
舟
渡
小
学
校

階
上
中
学
校
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委員会活動
教育民生常任委員会

　２日目は、石鉢小学校→道仏小学校→大蛇小学校→道仏中学校を訪問。
　各学校を一巡し、授業の様子や校内環境を視察。また、学校運営方針や学校施設の
状況などの説明を受けました。

【 2日目　11月13日(月) 】
【児 童 数】231人（前年より６人減）
　　　　　　11学級（うち特５）教職員等22人
【教育目標】
　夢や希望に向かってチャレンジ
【努力目標】
　⑴みんなとなかよくしよう
　⑵自分で考え学び合おう
　⑶健康な体をつくろう
【めざす学校像】

　子どもと教師と保護者が、生き生きと活動する
学校

【児 童 数】54人（前年より12人減）
　　　　　　６学級（うち複１、特１）教職員等13人
【教育目標】夢と希望をもち、努力しチャレンジする子
【努力目標】
　⑴進んで学ぶ子
　⑵相手の気持ちを考えて行動する子
　⑶健康で体をきたえる子
【めざす学校像】子どもが主役
　⑴一人一人が大切にされ、笑顔があふれる学校

⑵子どもたちが個性と力を発揮し、いきいきと活
動する学校

⑶地域とともに歩み、保護者や地域に信頼される
学校

⑷環境が整備され、気持ちよく安全に過ごすこと
ができる学校

【生 徒 数】107人（前年より３人増）
　　　　　　４学級（うち特１）教職員等14人
【教育目標】夢をつかもう
　自ら学ぶ生徒　　心豊かな生徒　　粘り強い生徒
【努力目標】
　⑴目標をもち、進んで学習する生徒
　⑵思いやりの心をもち、自他の向上に努める生徒
　⑶心身を鍛え、最後まであきらめない生徒
【めざす学校像】

⑴真剣に学習に取り組み、教室が活気に満ちあふ
れている学校

⑵互いの立場を尊重し、生徒会活動等が活発であ
る学校

⑶落ち着きがあり、元気なあいさつや歌声が響き
渡る学校

⑷保護者、地域から信頼され、母校として誇れる
学校

【児 童 数】35人（前年より６人減）
　　　　　　４学級（うち複２）教職員等９人
【教育目標】学習する　なかよくする　きたえる
【努力目標】
　⑴自分の考えをもち、工夫して発表する子
　⑵相手のことを考えて、責任をもって行動する子
　⑶めあてをもって運動し、健康な体をつくる子
【めざす学校像】

　みんなが生き生きと活躍できる、温かさあふれ
る学校

石
鉢
小
学
校

道
仏
小
学
校

道
仏
中
学
校

大
蛇
小
学
校
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◇今月号の編集委員（3人）
　・大江　和夫　議員（産業建設）
　・畑中　弘實　議員（教育民生）
　・濵谷　貴樹　議員（総務財政）

議

会

活

動

11　
月

２
日　
道
仏
中
・
白
銀
中
合
同
創

立
70
周
年
記
念　
青
森
大

学
・
青
森
山
田
高
校
新
体

操
部
演
技
発
表
会

４
日　
町
民
文
化
祭
（
〜
５
日
）

６
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
学

校
視
察

６
日　
町
条
例
表
彰
審
議
会

７
日　
知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

８
日　
郡
議
長
会
議
長
県
外
行
政

視
察
研
修
（
〜
11
日
）

11
日　
道
仏
中
学
校
創
立
70
周
年

記
念
式
典
並
び
に
記
念
祝

賀
会

13
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
学

校
視
察

16
日　
議
員
全
員
協
議
会

16
日　
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

17
日　
議
会
と
区
長
会
と
の
懇
談

会

19
日　
田
代
集
会
所
完
成
引
渡
式

20
日　
地
方
自
治
法
70
周
年
記
念

式
典

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇

談
会

10
日　
北
方
領
土
返
還
要
求
青
森

県
民
大
会

12
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12
日　
町
商
工
会
新
年
懇
談
会

19
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

29
日　
第
１
回
臨
時
会

29
日　
議
員
全
員
協
議
会

31
日　

全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
青
森
県

加
入
市
町
村
議
会
議
長

会
議

22
日　
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

24
日　
町
社
会
福
祉
大
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
第
７
回
定
例
会
本
会
議

28
日　
議
員
全
員
協
議
会

30
日　
第
７
回
定
例
会
本
会
議

30
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１
日　
第
７
回
定
例
会
本
会
議

３
日　
町
連
合
婦
人
会
チ
ャ
リ

　
　
　
テ
ィ
演
芸
発
表
会

14
日　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
員
協
議
会

21
日　
見
心
園
福
祉
懇
談
会

22
日　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
定
例
会

26
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
日　
議
員
全
員
協
議
会

４
日　
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

式

４
日　
町
新
年
互
礼
会

５
日　
八
戸
建
築
組
合
階
上
支
部

定
時
総
会

７
日　
町
消
防
団
出
初
式

７
日　
町
成
人
式

　加
藤
祐
元
副
議
長
逝
去

　

元
町
議
会
副
議
長
の
加
藤
祐
さ
ん
67

が
、
11
月
28
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
15
年
４
月
か
ら
12
年
間
議
員
と

し
て
、
ま
た
平
成
23
年
５
月
か
ら
４
年

間
第
19
代
副
議
長
と
し
て
、
町
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
こ
に
故
人
の
ご
功
績
を
し
の
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

１　
月

12　
月

　11月17日、議会と区長会との懇談会をハート
フルプラザ・はしかみで開催。議員13人、区長
15人が参加し、地域の課題や議会報告会の課題に
ついて、意見交換を行いました。
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山館前公園清掃後の集合写真

年
は
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み
に
お
い
て
赤
保
内
、

耳
个
吠
西
、
耳
个
吠
東
の
三

地
区
合
同
で
開
催
し
、
１
２

６
名
が
出
席
、
カ
ラ
オ
ケ
で

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
大
盛

況
で
し
た
。

　
　

議
会
や
議
会
広
報
へ
の

意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
　

議
員
の
方
々
の
質
問
に

対
し
、
町
の
答
弁
は
、
検
討

す
る
、
努
め
た
い
と
結
び
の

言
葉
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ

の
後
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で

結
論
に
至
っ
た
の
か
、
質
問

者
と
し
て
納
得
し
た
の
か
、

町
民
の
方
々
に
分
か
り
や
す

く
報
告
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

︵
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。︶

議会の傍聴は、役場３階の傍聴ホール入口に置いてある受付
簿に、住所・氏名を記入するだけで、どなたでも傍聴できます。

議会を傍聴しませんか

議会の傍聴は、受付簿に、住所、氏名を記入する
だけで、どなたでも傍聴できます。
（傍聴者席は、26席です（記者席は除く)。）

　新年おめでとうございます。
　２月の寒い時期ではありますが、そ
の先には暖かい春の訪れも待っていま
す。風邪など引かぬよう町民の皆様の
ご健康をご祈念いたします。
　本年も、皆様に読みやすい議会だよ
りを作成していきます。

　（畑中・大江・濵谷）

議会傍聴者数
（延べ人数）

区長に聞く⑪
～赤保内行政区～集

特
集
特 　

階
上
町
で
は
、
19
の

全
行
政
区
で
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
20
～

29
年
度
の
10
年
間
、
25

年
度
か
ら
後
期
計
画
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
赤
保
内
行

政
区
の
左
舘
区
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

平
成
25
年
９
月
、
前
任

者
の
鹿
糠
稔
氏
の
退
任
に
伴

い
、
赤
保
内
町
内
会
臨
時
総

会
で
会
長
に
推
薦
さ
れ
て
承

諾
し
、
町
内
会
規
約
に
よ
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　

赤
保
内
行
政
区
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
　

現
在
は
、
赤
保
内
、
野

沢
、
番
屋
の
３
地
区
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
に
、
三
陸

復
興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

行
政
区
内
を
東
西
に
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
整
備
さ

れ
て
、
徐
々
に
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
楽
し
む
観
光
客
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
と
し
て
は
、
赤

保
内
駒
踊
り
、
奥
州
南
部
糠

部
三
十
三
カ
所
巡
礼
一
番
札

所
で
あ
る
寺
下
観
音
で
は
、

毎
年
５
月
第
３
土
曜
、
日
曜

に
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
７
月
に
開

催
さ
れ
る
見
心
園
夏
祭
り
の

盆
踊
り
や
花
火
大
会
は
地
域

活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
史
跡

仏
閣
の
灯
明
堂
や
県
指
定
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
茨
島
の

ト
チ
ノ
キ
︵
推
定
樹
齢
８
５

０
年
︶
な
ど
の
環
境
保
全
を

し
、
緑
豊
か
な
山
館
前
公
園

の
あ
る
地
域
で
す
。

　
　

前
期
計
画
で
は
、
ど
ん

な
こ
と
を
行
い
ま
し
た
か
。

　
　

道
路
や
水
路
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
協
力
に
よ
り
、

私
道
等
整
備
特
別
対
策
事
業

や
中
山
間
事
業
で
整
備
さ
れ
、

後
期
計
画
で
は
行
政
の
役
割

の
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て

は
、
防
災
士
の
講
習
を
１
名

が
受
講
し
、
資
格
を
取
得
。

更
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
も

受
講
し
、
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
、
毎
年
、
山
館
前
公

園
で
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

後
期
計
画
の
お
も
な
取

り
組
み
は
。

　
　

前
期
計
画
で
未
完
了
の

事
業
を
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
29
年
12
月

に
町
道
茨
島
～
野
沢
線
の
拡

幅
工
事
が
着
工
さ
れ
、
３
年

後
に
完
成
予
定
で
す
。

　

野
沢
地
区
に
バ
ス
の
停
留

所
を
兼
ね
た
、
よ
り
あ
い
ど

こ
ろ
を
新
築
し
て
、
町
内
理

事
会
の
開
催
や
散
歩
途
中
の

休
憩
所
と
し
て
も
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
収
集
籠
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
、
ゴ
ミ
収
集
小
屋

を
毎
年
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

不
法
投
棄
対
策
と
し
て
は
、

看
板
の
設
置
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
活
動
の
一
環
と

し
て
、
災
害
発
生
時
、
町
内

会
員
の
名
簿
作
成
に
協
力
を

お
願
い
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
今

　
　

区
長
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
。

左舘 区長

歴
史
文
化
の
息
づ
く
緑
豊
か
な
里
づ
く
り

・第７回定例会
（平成₂₉年₁₂月︶
　₁₁月₂₈日︵２人︶
　₁₁月₃₀日︵３人︶
　₁₂月１日︵２人︶
・第１回臨時会
（平成₃₀年１月︶ 
　１月₂₉日︵１人︶


